






我が国の母子保健水準は、乳児死亡率をはじめとする保健指標が示すように、現在では世

界のトップグループにある。しかし、母性及び乳幼児を取り巻く家庭環境・社会環境の変

化を背景に、従来の保健指標だけでは計ることのできない、新たな母子保健の課題も生じ

ている。 

また、今後の母子保健対策にとって重要なきめ細かな母子保健サービスを行っていくため

には、住民に身近かな市町村が主体となっていくことが望ましいと考えられ、市町村にお

ける母子保健の基盤整備が図られる必要がある。 

このような観点から、今後の母子保健対策を検討する基礎資料を得るために、現在、市町

村に在る母子保健活動を行うための保健施設の配置状況を調べた。 


